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1. はじめに 

 

1.1. 研究の背景 
都市計画に関わる事項について、今日では住民参加・

参画が必須であることはいうまでもないが、とくに、都

市全体を統括する方針としての都市計画マスタープラン

の策定において、市民参画は決定的に重要である。（大西

隆,高見沢実,2004,Ｐ76～Ｐ100） 

このように、近年、注目されている住民参画において、

住民のまちづくりへの積極的な関与・成熟化に伴い、各

種の参画が模索されているが、住民参画を成功に導く方

法や技術の開発がおざなりにされ、計画策定過程におい

て、住民参画が確立されていないことなど、まだまだ課

題が多く残されている。（大谷英人,2001） 

 

1.2. 研究の目的 

 本研究の目的は、近年、住民参画の手法として期待さ

れているまちづくりＷＳ（以下まちＷＳと略す）を、土

佐山田町都市計画マスタープラン（以下土佐山田町都市

ＭＰ）策定過程で設計・実践し、その結果の成果・問題

点及び改善策を整理していくことで、一般的な地区計画

策定過程におけるまちＷＳ開催のシステム化の提案を図

ることを目的としている。 

まちＷＳのねらい

まちＷＳの実践

成果・問題点及び
改善策の整理

まちＷＳ開催回数
のモデリング

各まちＷＳ内容
のモデル化

各計画策定過程ごとに策定
内容・ねらいを整理

一般的な地区計画策定における
≪まちＷＳ≫開催システムの提
案

土佐山田町都市計画マスター
プラン策定過程におけるまちＷＳ
開催の成果・問題点及び改善策
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図1 研究の目的 

1.3. 研究の方法 

研究の方法は、①参与観察法、②ヒヤリング調査、③

文献調査を用いる。 
 
 

 

2. 土佐山田町都市計画マスタープラン策定過程に

おけるまちづくりワークショップ開催の成果と

問題点 

 

2.1. 土佐山田町都市計画マスタープラン策定過程にお

けるまちづくりワークショップ実践の概要 

 土佐山田町都市計画マスタープラン策定過程における

まちＷＳ実践では、「現況の把握及び課題を整理する段

階」では上位・関連計画質疑ＷＳ・良いとこ発見ＷＳを、

そして、「計画の方針及び全体計画案を立案する段階」で

は、計画づくりＷＳ・計画案（素案）質疑ＷＳの、合計

4つのまちＷＳを開催した。（土佐山田町,2004） 

 個々のまちＷＳのねらいは下表のとおりであり（表1、

表2）、実践結果の事例は（写真1～3） 

表1 現況の把握及び課題を整理する段階におけるまちＷＳの実践 

①上位・関連計画質疑ＷＳ

②良いとこ発見ＷＳ

ワークショップ名 ねらい

・上位、関連計画の情報を共有し学習する

・「地区の良いところ」を再認識、再評価　
　する
・計画者の知りえない「地区　の良いとこ
　ろ」を引き出す

 

表2 計画の方針及び全体計画案を立案する段階におけるまちＷＳの実践 

③計画づくりＷＳ

④計画案（素案）質疑ＷＳ

ワークショップ名 ねらい

・計画立案に向けての断片的アイディアを
　引き出す

・計画案（素案）を共有し修正する
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真1 上位・関連計画質疑ＷＳの結果事例 



 
写真2 良いとこ発見ＷＳの結果事例 

 

写真3 計画づくりＷＳの結果事例 

 

2.2. 個々のまちづくりワークショップ開催の成果・問

題点及び改善策の整理 

実践した個々のまちＷＳの成果・問題点及び改善策を

下の表に整理した（表3～6）。 

表3 「上位・関連計画質疑ＷＳ」の成果・問題点及び改善策 

まちＷＳ
のねらい

成果と問題点 上位・関連計画質疑ＷＳ 理由・論拠

成果

・地区の上位・関連計画等の情報を広い意味で
は共有することができた
・地区の上位・関連計画等を学習することがで
きた

･参加者の感想から、「よく理解できた」、「勉強になった」
等が多数挙げられた
・まちＷＳスタッフのヒアリング調査から、「今回の趣旨を
満足することができ、概ね理解できたのではない」等の
コメントが残された

問題点

・住民が上位・関連計画等の情報を学習するこ
としかできなかった

・今回のまちＷＳに、共有・学習するプログラムしか組み
込んでいなかった
・まちＷＳスタッフのヒヤリング調査から、「学習するだけ
のまちＷＳでは、住民の理解が浅い」等のコメントが残さ
れた

改善策
・住民が学習するだけではなく、評価してどこが
良くてどこがだめなのかという、「評価」すること
もプログラムに組み込んだまちＷＳを開催する
べき

成果
・参加者から質疑内容と共に要望等も出され、
顕在的・潜在的ニーズも引き出すことができた

・参加者から、「道路計画・土地利用規制を見直したい
のだができるのか」、「新庁舎の移転を考えるべきでは
ないか」等の質問・意見が出された

問題点

・情報量が多すぎて理解できていない部分も
あった
・専門用語が多く、理解できていない部分もあっ
た

・まちＷＳスタッフのヒアリング調査から、「説明の仕方
が悪く、特に主婦層からの質問が少なかった」、「分かり
易く説明するには、もう少しスタッフが学習しておくべき
であった」等のコメントが残された

住民にとって

計画者にとって

改善策

・情報量が多い場合は、事前に参加者に資料
を配布する等の対応が考えられる
・住民に説明する前に、スタッフが説明する内
容をしっかり学習し理解しておくべきである

 

 

 

 

 

 

 

 

表4 「良いとこ発見ＷＳ」の成果・問題点及び改善策 

 まちＷＳ
のねらい

成果と問題点 良いとこ発見ＷＳ

成果
・「地区の良いとこ」に関しては情報を共有することが
できた
・「地区の良いとこ」を再認識・再評価することができた

問題点

・地区の現況把握として、実際にまちを歩いて再認識・
再発見する現地調査が行えなかった
・｢地区の悪いとこ（問題点）」に関して情報を共有する
ことができなかった
・｢地区の悪いとこ（問題点）」を再認識・再評価するこ
とができなかった

改善策

・まちＷＳのプログラムに現地調査を組み込み、地区
の潜在力をより再発見するべき
・「地区の悪いとこ「問題点」の現況把握もまちＷＳの
プログラムに組み込んだまちＷＳを開催するべき

成果

・計画者が知りえなかった「地区の良いとこ」の情報を
得ることができた
・「地区の良いとこ・残していきたいとこ」等の顕在的
ニーズ・潜在的ニーズを引き出すことができた

問題点

・計画者が知りえなかった「地区の悪いとこ（問題点）」
の情報を得ることができなかった
・「地区の悪いとこ（問題点）」等の顕在的ニーズ・潜在
的ニーズを引き出すことができなかった
・計画策定ごとには現況の把握及び課題を整理する
ことができなかった

・「地区の悪いとこ「問題点」の現況把握もまちＷＳの
プログラムに組み込んだまちＷＳを開催するべきであ
る
・個々の計画策定ごとに、現況を把握し課題を整理す
るまちＷＳを開催するべき

改善策

住民にとって

計画者にとって

理由・論拠

・参加者の感想から、「地区を再認識することがで
きた」、「知らなかった地区の情報を知ることができ
た」等が多数挙げられた

・参加者の感想から、「実際にまちを歩きたかった」
等の感想が挙げられた
・スタッフのヒアリング調査から、「住民の視点から
の地区の問題点等も把握するべきであった」等の
コメントも残された

・計画者として知らなかった、地区の名水や、地区
の様々な方面で活動している団体などを知ること
ができた

・計画者が認識している範囲の「地区の悪いとこ
（問題点）」を扱い、課題を整理した

 

 

表5 「計画づくりＷＳ」の成果・問題点及び改善策 

 まちＷＳ
のねらい

成果と問題点 計画づくりＷＳ

成果

・上位、関連計画の情報を広い意味では共有するこ
とができた
・地区の将来像を共有することができた

問題点
・上位、関連計画に対する議論・学習時間が少なく、
住民の理解が浅かった
・計画案を立案する目標値が少し明確でなかった

改善策

・各計画のまちＷＳにおいて、会の始めに上位・関
連計画の説明を入念に行う
・計画を立案する目標値を明確にしたまちＷＳを開
催するべき

成果

・全体計画立案に向けての断片的なアイディアを引
き出すことができた

問題点

・計画の方針及び全体計画案を立案するプロセスが
少し難しかった
・計画策定ごとには計画の方針及び全体計画を立
案するまちＷＳが開催できなかった

改善策

・個人で検討する時間、グループで検討する時間を
明確に設ける
・グループ内で全ての人が提案・提示し、それをもと
にグループで議論していくというプロセスが構築され
たまちＷＳを開催するべき
・個々の計画策定ごとに、計画の方針オヨに全体計
画案を立案するまちＷＳを開催するべき

住民にとって

計画者にとっ
て

理由・論拠

・始めに上位・関連計画等の説明
・地区の将来像、整備方針を決める際に、上位・関連計画
のキーワードを使用
・参加者の感想から「自分でできる川辺環境整備を行って
いきたい」、「今回のプランが実現できるようにがんばりた
い」等が残された

・参加者の感想から、「自分たちの考える計画案の幅が少
し理解できず、そのまま作業を進めてしまった」等が残さ
れた

・将来像、整備方針、また、それらの実現に向けての計画
案を立案する作業において、「良いとこ発見ＷＳ」のキー
ワードも使用したため、計画者の知りえない情報が盛り込
まれた計画案が立案できた

・参加者の感想から、「キーコンセプトを作るのが難し
い」、「共通する部分と個性ある思いをどうまとめるかが、
難しいところであろう等」が残された

 

 

表6 「計画案（素案）質疑ＷＳ」の成果・問題点及び改善策 

まちＷＳ
のねらい

成果と問題点 計画案（素案）質疑ＷＳ 理由・論拠

成果 ・計画案（素案）の情報を共有することができた・計画案（素案）を事前に配布
・当日はパワーポイントを使用して全体の説
明

問題点 ・全体で質疑応答内容を共有することが薄かっ
た

・質疑者に対して応答者が答えるだけという形
式で進めた

改善策
・質疑応答のやりとりをファシリテーショングラ
フィック表現を用いて全体に示し共有するべき

成果
・住民から訂正箇所・指摘箇所を聞き出すこと
ができた

・全体の説明が終わった後に、委員から質疑・
指摘箇所を受けた
・質疑・指摘箇所の内容を議事録として記録

問題点 ・文章表現に対する指摘が多く、中身の議論
が少し薄かった

・参加者から多数の文章表現に対する指摘が
出された

改善策
・文章表現については、まちＷＳ以外の時間を
利用して指摘箇所を聞き出し、中身の議論を
深めるべき

住民にとって

計画者にとって
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催するねらいを明確にすることができた（図2、図3）。 

図3 計画の方針及び全体計画案を立案する段階でのまちＷＳ開催のねらい 

計画策定過程におけるまちづくりワークショップ

まず、計画策定過程におけるまちＷＳ開催システムの

前提条件を以下の

2

また、まちＷＳの実践を通じて、個々のまちＷＳの成

果・問題点及び改善策を整理したことで、まちＷＳを開

図2 現況の把握及び課題を整理する段階でのまちＷＳ開催のねらい 

 

3. 計画策定過程におけるまちづくりワークショッ

プ開催のシステム化 

 以上のような土佐山田町都市ＭＰ策定過程で得られ

たまちＷＳ開催の成果・問題点及び改善策を反映させて、

計画策定過程におけるまちＷＳ開催システムの提案を図

る。 
 

3.1. 

開催システムの前提条件 

3点に整理した。計画策定過程につい

ては土佐山田町都士ＭＰ策定過程で明確になった内容を

より細かく整理し、内容に沿って計画を策定する（図6、

図7）。また、まちＷＳ開催のねらいについては、第 章

の図2、3で示したねらいを、計画策定内容ごとに整理し

て示す。 

③計画策定過程は２年間と前提

まちＷＳが充実した結果を得られるため、
ねらいどおり開催すれば２年間は必要

①土佐山田町都市ＭＰで全体が明確となった計画策定フロ－
に従って計画を策定する

②土佐山田町都市ＭＰで明確になったまちＷＳのねらいのもと、
住民に対してまちＷＳを開催する

 
図5 計画策定過程におけるまちＷＳ開催システムの前提条件 

 

3.1.1. 計画策定過程のフローチャート 

ことができた、

計画策定過程のフローチャートを下図に示す

 土佐山田町都市ＭＰを通じて明確にする

（図6、図7）。 

 

①－1 地区の自然についての
現況を把握し課題を整理する

②－1 地区の人口・世帯についての
現況を把握し課題を整理する

②－2 地区の産業についての
現況を把握し課題を整理する

③－1 地区の交通施設についての現
況を把握し課題を整理する

③－2 地区の住宅・建物についての
現況を把握し課題を整理する

③－3 地区の主要施設についての現
況を把握し課題を整理する

①－2 地区の歴史についての
現況を把握し課題を整理する

① 地区の自然・歴史につ
いての現況を把握し課題を
整理する

② 地区の社会・経済につ
いての現況を把握し課題を
整理する

③ 地区の土地利用等につ
いての現況を把握し課題を
整理する

⑤ 地区の現況を把
握し課題を整理する

④ 地区の上位・関連計画についての現況を把握し課題を整理する

図7 「現況の把握及び課題を整理する段階」の計画策定内容と策定のフローチャート 

■地区の情報を共有すること
■地区の現況・問題点を再認識・再評価すること

■計画者の知りえない地区の情報を得ること
■地区の顕在的ニーズや住民の価値観を把握する
と共に潜在的ニーズを引き出すこと

計画者

住民

図8 「計画の方針及び全体計画案を立案する段階」の計画策定内容と策定のフローチャ 

ート 

 

3.1.2. 計画者が住民に対して開催するまちづくりワー

クショップのねらいの整理 

 土佐山田町都市ＭＰ策定過程を通じて明確にすること

ができた、計画者が住民に対して開催するまちＷＳのね

らいを、各計画策定項目ごとに整理する。「現況の把握及

び課題を整理する段階」での大きなねらいをＡ、「計画の

方針及び全体計画案を立案する段階」での大きなねらい

をＢとして、以下計画策定項目ごとに整理する。 

 

 

■計画に関わる上位・関連計画の情報を共有すること

■将来像を共有すること

■計画案立案に向けての断片的アイディアを引き出すこと計画者

住民

⑧－1 地区の住宅・建物等計画を立案
する

⑨－1 地区の公園・緑地計画を立案す
る

⑨－2 地区の供給処理施設計画を立
案する

⑨－3 地区のコミュニティ施設整備計
画を立案する

⑩－1 地区のその他（景観計画・防災
計画・商店街活性化計画等）の計画を
立案する

⑦－1 地区の道路・交通計画を立案す
る

⑪ 地区の土地利
用等の計画（全体
計画）を立案する

⑫ 計画案（素案）
を作成し修正する

⑦ 地区の行動環境計画
を立案する

⑧ 地区の住環境計画を
立案する

⑨ 地区の施設環境計画
を立案する

⑩ 地区の相隣環境計画
を立案する

⑥

地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
決
め
る

 
Ａ

■地区の情報を共有すること

■地区の現況・問題点を再認識・再評価すること

■計画者の知りえない地区の情報を得ること

■地区の顕在的ニーズや住民の価値観を把握すると共に潜在的ニーズを引
き出すこと

計画者

住民

 

図9 「現況の把握及び課題を整理する段階」での大きなねらい 



1）地区の自然・歴史についての現況を把握し課題を整理

するまちＷＳを開催するねらい 

地区の自然・歴史についての現況を把握し課題を整理

する作業（①：図7参照）において地区住民に対してま

ちＷＳを開催するねらいを下図に示す。 

 

 

 

2

業

Ｓ

 

3

業

Ｓ

4）地区の社会状況についての現況を把握し課題を整理す

るまちＷＳを開催するねらい 

地区の社会状況についての現況を把握し課題を整理す

る作業（②：図7参照）において地区住民に対してまち

ＷＳを開催するねらいを下図に示す。 

  
Ａ×①
■地区の自然・歴史についての情報を共有すること

■地区の自然資源活用・歴史資源活用状況及びそ
の問題点を再認識・再評価すること

■計画者の知りえない地区の自然・歴史について
の情報を得ること

■地区の自然・歴史についての顕在的ニーズや住
民の価値観を把握すると共に潜在的ニーズを引
き出すこと

計画者

住民

図10 まちＷＳを開催するねらい（Ａ×①） 

）地区の自然についての現況を把握し課題を整理するま

ちＷＳを開催するねらい 

地区の自然についての現況を把握し課題を整理する作

（①－1：図7参照）において地区住民に対してまちＷ

を開催するねらいを下図に示す。 

 

■地区の人口・世帯・産業についての情報を
共有すること

■地区の人口・世帯・産業別人口数の推移・
少子高齢化・ 産業別従事者の高齢化等の
問題点を再認識・再評価すること

■計画者の知りえない地区の人口・世帯・産
業についての情報を得ること

計画者

住民

図13 まちＷＳを開催するねらい（Ａ×②） 

Ａ×② 

 

5）地区の人口・世帯についての現況を把握し課題を整理

するまちＷＳを開催するねらい 

地区の人口・世帯についての現況を把握し課題を整理す

る作業（②－1：図7参照）において地区住民に対してま

ちＷＳを開催するねらいを下図に示す。 
 

■地区の自然についての情報を共有すること

■地区の自然資源活用状況及びその問題点を再認識・再
評価すること

■計画者の知りえない地区の自然についての情報を得る
こと

■地区の自然についての顕在的ニーズや住民の価値観
を把握すると共に潜在的ニーズを引き出すこと

計画者

住民

図11 まちＷＳを開催するねらい（Ａ×①－1） 

）地区の歴史についての現況を把握し課題を整理するま

ちＷＳを開催するねらい 

地区の自然についての現況を把握し課題を整理する作

（①－2：図7参照）において地区住民に対してまちＷ

を開催するねらいを下図に示す。 

Ａ×①－1 

■地区の人口・世帯についての情報を共有すること

■地区の人口・世帯数の推移・少子高齢化等の問題点
を再認識・再評価すること

計画者

住民

図14 まちＷＳを開催するねらい（Ａ×②－1） 

 

 

6）地区の産業についての現況を把握し課題を整理するま

ちＷＳを開催するねらい 

地区の産業についての現況を把握し課題を整理する作業

（②－2：図7参照）において地区住民に対してまちＷＳ

を開催するねらいを下図に示す。 

 

 

■地区の産業についての情報を共有すること

 

iv

図12 まちＷＳを開催するねらい（Ａ×①－2） 

■地区の歴史についての情報を共有すること

■地区の歴史資源活用状況及びその問題点を再認識・
再評価すること

■計画者の知りえない地区の歴史についての情報を得る
こと

■地区の歴史についての顕在的ニーズや住民の価値観
を把握すると共に潜在的ニーズを引き出すこと

計画者

住民

Ａ×①－2 
Ａ×②－1
Ａ×②－2
■地区の産業別人口の推移・産業別従事者の高齢化
等の問題点を再認識・再評価すること

■計画者の知りえない地区の産業についての情報を
得ること

計画者

住民

図15 まちＷＳを開催するねらい（Ａ×②－2） 

 



7）地区の土地利用等についての現況を把握し課題を整理

するまちＷＳを開催するねらい 

地区の土地利用等についての現況を把握し課題を整理

する作業（③：図7参照）において地区住民に対してま

ちＷＳを開催するねらいを下図に示す。 
 

 

■ 地 区 の 交 通 施 設 ・住 宅 、建 物 ・主 要 施 設 に つ
い て の 情 報 を 共 有 す る こ と
■ 地 区 の 居 住 環 境 （道 路 整 備 状 況 ・公 園 、緑 地
整 備 状 況 ・ 供 給 処 理 施 設 の 整 備 ・住 宅 密 集
地 ）上 の 問 題 点 を 再 認 識 ・再 評 価 す る こ と

■ 計 画 者 の 知 り え な い 地 区 の 交 通 施 設 ・住 宅 、
建 物 ・主 要 施 設 に つ い て の 情 報 を 得 る こ と
■ 地 区 の 交 通 施 設 ・住 宅 、建 物 ・主 要 施 設 に つ
い て の 顕 在 的 ニ ー ズ や 住 民 の 価 値 観 を 把 握
す る と 共 に 潜 在 的 ニ ー ズ を 引 き 出 す こ と

計 画 者

住 民

図16 まちＷＳを開催するねらい（Ａ×③） 

 

8）地区の交通施設についての現況を把握し課題を整理す

るまちＷＳを開催するねらい 

地区の交通施設についての現況を把握し課題を整理す

る作業（③－1：図7参照）において地区住民に対してま

ちＷＳを開催するねらいを下図に示す。 
 

 

9

す

ま

 

 

10）地区の主要施設についての現況を把握し課題を整理

するまちＷＳを開催するねらい 

地区の主要施設についての現況を把握し課題を整理す

る作業（③－3：図7参照）において地区住民に対してま

ちＷＳを開催するねらいを下図に示す。 
 Ａ×③ 

■地区の主要施設についての情報を共有すること

■地区の供給処理施設・公園・緑地整備等の問題点を再
認識・再評価すること

■計画者の知りえない地区の主要施設についての情報
を得ること

■地区の主要施設についての顕在的ニーズや住民の価
値観を把握すると共に潜在的ニーズを引き出すこと

計画者

住民

図20 まちＷＳを開催するねらい（Ａ×③－3） 

 
11）地区の上位・関連計画等についての現況を把握し課

題を整理するまちＷＳを開催するねらい 

地区の上位・関連計画等についての現況を把握し課題

を整理する作業（④：図7参照）において地区住民に対

Ａ×③－1
■地区の交通施設についての情報を共有すること

■地区の道路整備状況・公共交通等の問題点を再認識・
再評価すること

■計画者の知りえない地区の交通施設についての情報を
得ること

■地区の交通施設についての顕在的ニーズや住民の価値
観を把握すると共 に潜在的ニーズを引き出すこと

計画者

住民

図17 まちＷＳを開催するねらい（Ａ×③－1） 

）地区の住宅・建物についての現況を把握し課題を整理

するまちＷＳを開催するねらい 

地区の住宅・建物についての現況を把握し課題を整理

る作業（③－2：図7参照）において地区住民に対して

ちＷＳを開催するねらいを下図に示す。 
 

してまちＷＳを開催するねらいを下図に示す。 
 

■地区の上位・関連計画についての情報を共有すること

■地区の計画案を立案する前段として上位・関連計画を学
習し評価することことで再認識・再評価すること

住民

図21 まちＷＳを開催するねらい（Ａ×④） 

 

 

 
 

■計画に関わる上位・関連計画の情報を共有すること

■将来像を共有すること

■計画案立案に向けての断片的アイディアを引き出すこと計画者

住民

  

Ａ×③－2
v

■地区の住宅・建物についての情報を共有すること

■地区の住宅・建物整備状況・住宅密集地等の問題点を
再認識・再評価すること

■計画者の知りえない地区の住宅・建物についての情報
を得ること

■地区の住宅・建物についての顕在的ニーズや住民の価
値観を把握すると共に潜在的ニーズを引き出すこと

計画者

住民

図18 まちＷＳを開催するねらい（Ａ×③－2） 

 

Ａ×③－3
Ａ×④
Ｂ

図22 「計画の方針及び全体計画案を立案する段階」での大きなねらい 



12）地区のまちづくりの方針を決めるまちＷＳを開催す

るねらい 

地区のまちづくりの方針を決める作業（⑥：図8参照）

において地区住民に対してまちＷＳを開催するねらいを

下図に示す。 

 

 

 

1

す

ま

 

 

1

作

ま

 
 
 
 
 
 
 
 

15）地区の施設環境の整備方針を決め計画案を立案する

まちＷＳを開催するねらい 

地区の施設環境の整備方針を決め計画案を立案する作

業（⑨：図8参照）において地区住民に対してまちＷＳ

を開催するねらいを下図に示す。 

 

■地区のまちづくりの方針を共有すること

■地区のまちづくりの方針の立案に向けての住民のアイディアを　
　引き出すこと

計画者

住民

図23 まちＷＳを開催するねらい（Ｂ×⑥） 

3）地区の行動環境計画の整備方針を決め計画案を立案 

するまちＷＳを開催するねらい 

地区の道路・交通計画の整備方針を決め計画案を立案

る作業（⑦－1：図8参照）において地区住民に対して

ちＷＳを開催するねらいを下図に示す。 

■地区の施設環境に関わる上位・関連計画の情報を共有すること

■地区の施設環境の将来像を共有すること

■地区の施設環境計画立案に向けての住民のアイディアを引き出す
　こと

計画者

住民

図26 まちＷＳを開催するねらい（Ｂ×⑨） 

Ｂ×⑥  

 

16）地区の公園・緑地の整備方針を決め計画案を立案す

るまちＷＳを開催するねらい 

地区の公園・緑地の整備方針を決め計画案を立案する

作業（⑨－1：図8参照）において地区住民に対してまち

ＷＳを開催するねらいを下図に示す。 
 

Ｂ×⑦－1

■地区の道路・交通計画に関わる上位・関連計画の情報を共有すること

■地区の道路・交通計画の将来像を共有すること

■地区の道路・交通計画立案に向けての住民のアイディアを引き出すこと計画者

住民

図24 まちＷＳを開催するねらい（Ｂ×⑦－1） 

4）地区の住環境計画の整備方針を決め計画案を立案す

るまちＷＳを開催するねらい 

地区の住宅・建物整備方針を決め計画案を立案する

業（⑧－1：図8参照）において地区住民に対して

ちＷＳを開催するねらい下図に示す。 

 

■地区の公園・緑地計画に関わる上位・関連計画の情報を共有すること

■地区の公園・緑地の将来像を共有すること

■地区の公園・緑地計画立案に向けての住民のアイディアを引き出すこ
　と

計画者

住民

図27 まちＷＳを開催するねらい（Ｂ×⑨－1） 

 

17）地区の供給処理施設の整備方針を決め計画案を立案

するまちＷＳを開催するねらい 

地区の供給処理施設の整備方針を決め計画案を立案す

る作業（⑨－2：図8参照）において地区住民に対してＷ

Ｓを開催するねらいを下図に示す。 
 

Ｂ×⑧－1
vi

■地区の住宅・建物計画に関わる上位・関連計画の情報を共有する　
　こと　

■地区の住宅・建物の将来像を共有すること

■地区の住宅・建物計画立案に向けての住民のアイディアを引き出す
　こと

計画者

住民

図25 まちＷＳを開催するねらい（Ｂ×⑧－1） 
Ｂ×⑨
Ｂ×⑨－1
Ｂ×⑨－2

■地区の供給処理施設計画に関わる上位・関連計画の情報を共有　
　すること

■地区の供給処理施設の将来像を共有すること

■地区の供給処理施設計画立案に向けての住民のアイディアを引き
　出すこと

計画者

住民

図28 まちＷＳを開催するねらい（Ｂ×⑨－2） 



18）地区のコミュニティ施設の整備方針を決め計画案を

立案するまちＷＳを開催するねらい 

地区のコミュニティ施設の整備方針を決め計画案を立

案する作業（⑨－3：図8参照）において地区住民に対し

てＷＳを開催するねらいを下図に示す。 
 

 vii

■地区のコミュニティ施設計画に関わる上位・関連計画の情報を共有する
　こと

■地区のコミュニティ施設の将来像を共有すること

■地区のコミュニティ施設計画立案に向けての住民のアイディアを引き出　
　すこと

計画者

住民

図29 まちＷＳを開催するねらい（Ｂ×⑨－3） 

 
19）地区の相隣環境の整備方針を決め計画案を立案する

まちＷＳを開催するねらい 

地区の相隣環境の整備方針を決め計画案を立案する作

業（⑩：図8参照）において地区住民に対してＷＳを開

催するねらいを下図に示す。 
 

■地区の相隣環境に関わる上位・関連計画の情報を共有すること

■地区の相隣環境の将来像を共有すること

■地区の相隣環境計画立案に向けての住民のアイディアを引き出す
　こと

計画者

住民

図30 まちＷＳを開催するねらい（Ｂ×⑩） 

 

20）地区の景観形成の整備方針を決め計画案を立案する

まちＷＳを開催するねらい 

地区の景観形成の整備方針を決め計画案を立案する作

業（⑩－1：図8参照）において地区住民に対してＷＳを

開催するねらいを下図に示す。 

 

■地区の景観形成計画に関わる上位・関連計画の情報を共有すること

■地区の景観形成の将来像を共有すること

■地区の景観形成計画立案に向けての住民のアイディアを引き出すこと計画者

住民

図31 まちＷＳを開催するねらい（Ｂ×⑩－1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

21）地区の防災の方針を決め計画案を立案するまちＷＳ

を開催するねらい 

地区の防災の方針を決め計画案を立案する作業（⑩－

2：図8参照）において地区住民に対してＷＳを開催する

ねらいを下図に示す。 
 

■地区の防災計画に関わる上位・関連計画の情報を共有すること

■地区の防災の将来像を共有すること

■地区の防災計画立案に向けての住民のアイディアを引き出すこと計画者

住民

図32 まちＷＳを開催するねらい（Ｂ×⑩－2） 

Ｂ×⑨－3 Ｂ×⑩－2

 

22）地区の商店街活性化等の整備方針を決め計画案を立

案するまちＷＳを開催するねらい 

地区の商店街活性化等の整備方針を決め計画案を立案

する作業（⑩－3：図8参照）において地区住民に対して

ＷＳを開催するねらいを下図に示す。 
 Ｂ×⑩－3

Ｂ×⑩ 
■地区の商店街活性化計画に関わる上位・関連計画の情報を共有
　すること

■地区の商店街活性化の将来像を共有すること

■地区の商店街活性化計画立案に向けての住民のアイディアを引　
　き出すこと

計画者

住民

図33 まちＷＳを開催するねらい（Ｂ×⑩－3） 

 

23）計画案（素案）を作成し修正するまちＷＳを開催す

るねらい 

計画案（素案）を作成し修正する作業（⑫：図8参照）

において地区住民に対してＷＳを開催するねらいを下図

に示す。 
Ｂ×⑩－1  

■計画案（素案）の情報を共有すること

■計画案（素案）を修正するための住民のアイディアを引き出すこと計画者

住民

図34 まちＷＳを開催するねらい（Ｂ×⑫） 

Ｂ×⑫ 

 



3.2. 計画策定過程におけるまちづくりワークショップ

内容の検討 

以上のような前提条件を受けて、計画策定過程におけ

る調査・計画項目に対するまちＷＳの名称及び内容を設

定する（図35,図36）。 
 

3.2.1.「現況の把握及び課題を整理する段階」でのまち

ＷＳ名称及び内容の設定 

16回 1回4回 2回8回
①－1－1

①－1－2

①－2－1

①－2－2
②－1－1

②－1－2

②－2－1

②－2－2

③－1－1

③－１－2

③－2－1

③－2－2
③－3－1

③－3－2

①－1

②－1

①－2

②－2

③－1

③－2

③－3

①

②

③

①④´

②③´

⑤

④－1－1

④－1－2
④

 
図35 現況の把握及び課題を整理する段階でのまちＷＳの内容の検討 

 

1）「16回」開催する場合のまちＷＳ名称及び内容の設定 

 「現況の把握及び課題を整理する段階」でのまちＷＳ

名称及び内容を示す。 

①－1－1 地区の自然を再認識・再発見ネイチャーゲーム 

①－1－2 地区の自然の課題発見ＷＳ 

①－2－1 地区の歴史を再認識・再発見タウンウォッチング 

①－2－2 地区の歴史の課題発見ＷＳ 

②－1－1 地区の人口・世帯に対する質疑ＷＳ 

②－1－2 地区の人口・世帯の課題発見ＷＳ 

②－2－1 地区の産業に対する質疑ＷＳ 

②－2－2 地区の産業の課題発見ＷＳ 

③－1－1 地区の交通施設の再認識・再発見タウンウォッチング 

③－1－2 地区の交通施設の課題発見ＷＳ 

③－2－1 地区の建物・住宅の再認識・再発見タウンウォッチング 

③－2－2 地区の建物・住宅の課題発見ＷＳ 

③－3－1 地区の主要施設の再認識・再発見タウンウォッチング 

③－3－2 地区の主要施設の課題発見ＷＳ 

④－1－1 地区の上位・関連計画に対する質疑WS 

④－1－2 地区の上位・関連計画学習・評価ＷＳ 

 

 

2）「8回」開催する場合のまちＷＳ名称及び内容の設定 

 「現況の把握及び課題を整理する段階」でのまちＷＳ

名称及び内容を示す。 

①－1 地区の自然の課題発見ネイチャーゲーム 

①―2 地区の歴史の課題発見タウンウォッチング 

②－1 地区の人口・世帯の課題発見ＷＳ 

②－2 地区の産業の課題発見ＷＳ 

③－1 地区の交通施設の課題発見タウンウォッチング 

③－2 地区の建物・住宅の課題発見タウンウォッチング 

③－3 地区の主要施設の課題発見タウンウォッチング 

④－1 地区の上位・関連計画学習・評価ＷＳ 

 

3）「4回」開催する場合のまちＷＳ名称及び内容の設定 

 「現況の把握及び課題を整理する段階」でのまちＷＳ

名称及び内容を示す。 

① 地区の自然・歴史の課題発見タウンウォッチング 

② 地区の社会・経済の状況からみた課題発見ＷＳ 

③ 地区の土地利用等の課題発見タウンウォッチング 

④ 地区の上位・関連計画学習・評価ＷＳ 

 

4）「2回」開催する場合のまちＷＳ名称及び内容の設定 

 「現況の把握及び課題を整理する段階」でのまちＷＳ

名称及び内容を示す。 

①④´地区のハードな課題発見タウンウォッチング 

②③´地区のソフトな課題発見ＷＳ 

 

5）「1回」開催する場合のまちＷＳ名称及び内容の設定 

 「現況の把握及び課題を整理する段階」でのまちＷＳ

名称及び内容を示す。 

⑤ 地区の課題発見ＷＳ 

 viii



3.2.2.「計画の方針及び全体計画案を立案する段階」で

のまちＷＳ名称及び内容の設定 

 ix
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図36 計画の方針及び全体計画案を立案する段階でのまちＷＳの内容の検討 

 

1）「16回」開催する場合のまちＷＳ名称及び内容の設定 

 「計画の方針及び全体計画案を立案する段階」でのま

ちＷＳ名称及び内容を示す。 

⑥－1－1 地区の将来像への「思い」集約ウィッシュポエム 

⑥－1－2 地区のまちづくりの方針づくりＷＳ 

⑦－1－1 地区の道路・交通計画の整備方針づくりＷＳ 

⑦－1－2 地区の道路・交通計画づくりＷＳ 

⑧－1－1 地区の住宅・建物等計画の整備方針づくりＷＳ 

⑧－1－2 地区の住宅・建物等計画づくりＷＳ 

⑨－1－1 地区の公園・緑地計画の整備方針づくりＷＳ 

⑨－1－2 地区の公園・緑地計画づくりＷＳ 

⑨－2－1 地区の供給処理施設計画の整備方針づくりＷＳ 

⑨－2－2 地区の供給処理施設計画WづくりＷＳ 

⑨－3－1 地区のコミュニティ施設計画の整備方針づくりＷＳ 

⑨－3－2 地区のコミュニティ施設計画づくりＷＳ 

⑩－1－1 地区のその他の計画の整備方針づくりＷＳ 

⑩－1－2 地区のその他の計画づくりＷＳ 

⑫－1－1 計画案（素案）質疑ＷＳ 

⑫－1－2 合意形成を図る旗揚げアンケート 

 

2）「8回」開催する場合のまちＷＳ名称及び内容の設定 

 「計画の方針及び全体計画案を立案する段階」でのま

ちＷＳ名称及び内容を示す。 

⑥－1  地区のまちづくりの方針づくりＷＳ 

⑦－1 地区の道路・交通計画づくりＷＳ 

⑧－1 地区の住宅・建物等計画づくりＷＳ 

⑨－1 地区の公園・緑地計画づくりＷＳ 

⑨－2 地区の供給処理施設計画づくりＷＳ 

⑨－3 地区のコミュニティ施設計画づくりＷＳ 

⑩－1 地区のその他の計画づくりＷＳ 

⑫－1 計画案（素案）質疑ＷＳ 

 

3）「6回」開催する場合のまちＷＳ名称及び内容の設定 

 「計画の方針及び全体計画案を立案する段階」でのま

ちＷＳ名称及び内容を示す。 

⑥ 地区のまちづくりの方針づくりＷＳ 

⑦ 地区の行動環境づくりＷＳ 

⑧ 地区の住環境づくりＷＳ 

⑨ 地区の施設環境づくりＷＳ 

⑩ 地区の相隣環境づくりＷＳ 

⑫ 計画案（素案）質疑ＷＳ 

 

4）「3回」開催する場合のまちＷＳ名称及び内容の設定 

 「計画の方針及び全体計画案を立案する段階」でのま

ちＷＳ名称及び内容を示す。 

⑥ 地区のまちづくりの方針づくりＷＳ 

⑪ 地区の土地利用等の計画づくりＷＳ 

⑫ 計画案（素案）質疑ＷＳ 

 

5）「2回」開催する場合のまちＷＳ名称及び内容の設定 

 「計画の方針及び全体計画案を立案する段階」でのま

ちＷＳ名称及び内容を示す。 

⑥⑪ 地区の計画づくりＷＳ 

⑫ 計画案（素案）質疑ＷＳ 
 
3.3. 計画策定過程におけるまちＷＳ開催回数モデルの

検討 

まちＷＳの開催回数は、計画策定期間は2年間である

という前提条件から、「現況の把握及び課題を整理する段

階」では4回のまちＷＳ開催が、また、計画の方針及び

全体計画案を立案する段階では６回のまちＷＳ開催が妥

当であるとし、この合計10回のまちＷＳを、モデルとし

て提案する。 

また、それらの設計内容例及びプログラムは下表のと

おりである（表7～表16） 
  

 



・現況把握及び課題を整理する段階

①地区の自然・歴史の課題発見タウンウォッチング

②地区の社会・経済の状況からみた課題発見ＷＳ

③地区の土地利用等の課題発見タウンウォッチング

④地区の上位・関連計画学習・評価ＷＳ

≪４回開催のまちＷＳモデル≫

・計画の方針及び全体計画案を立案する段階

⑤地区のまちづくりの方針抽出ＷＳ

⑥地区の行動環境づくりＷＳ

⑦地区の住環境づくりＷＳ

⑧地区の施設環境づくりＷＳ

≪６回開催のまちＷＳモデル≫

⑨地区の相隣環境づくりＷＳ

⑩計画案（素案）質疑ＷＳ

図37 まちＷＳ開催のモデル提案 

 
①『地区の自然・歴史の課題発見タウンウォッチング』

の設計内容例等 

表7 『地区の自然・歴史の課題発見タウンウォッチング』の設計内容例等 

ＳＴＥＰ 内容

①まちＷＳの説明

「まちＷＳを始める前に、以下の3点について説明する」

1.まちＷＳとは何か
2.まちＷＳを用いる利点とは
3.タウンウォッチング手法の特徴

②自己紹介ＷＳ

「まちＷＳを班で進める前段として、自己紹介ＷＳを行う」

1.自己紹介シートへ各自が記入する（氏名･今何をしていますか・趣味など）
2.班の中で内容を発表しあう

③まちを歩く

「地区の自然・歴史をウォッチングする」

1.地区の自然・歴史をウォッチングし再発見・再認識する
2.再発見・再認識したことを写真におさめ、ウォッチングして気づいたこと・感じたことをメモす
る

④ヒアリングする

「地区の歴史・自然についてヒアリングする」

1.ウォッチングの際に、地区住民に地区の歴史・自然についてヒアリングしポストイットにメモす
 る（高齢者から地区の寺・ほこら・大木などについて詳しく聞きだす）

⑤地図上に表現する

「ウォッチングして再発見・再認識したことを地図上に表現する」

1.とってきた写真を地区の地図に貼り付ける
2.写真の下にその場所の説明を記す
3.同じ内容のものがひと目見てわかるように写真・コメントを色で囲む

⑥気づいたこと・感じたことをまとめる

「ウォッチング・ヒアリングして気づいたこと・感じたことなどをまとめる」

1.グループで気づいたこと・感じたこと・問題点等を検討する
2.ワークシートに気づいたこと・感じたこと・問題点等をまとめる

⑦感想を残す
「参加者全員の感想を残す」

1.今回のまちＷＳ全体を通しての感想を全員が記入する

⑧発表する
「チームリーダーが発表する」

1.班でまとめた地区の良いとこをチームリーダーが参加者全員に対して発表する

⑨総括する
「専門家が総括する」

1.各班の発表を聞き、専門化が総括する  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②『地区の社会・経済の状況からみた課題発見ＷＳ』の

設計内容例等 

表8 『地区の社会・経済の状況からみた課題発見ＷＳ』の設計内容例等 

ＳＴＥＰ 内容

①まちＷＳの説明

「まちＷＳを始める前に、以下の3点について説明する」

1.まちＷＳとは何か
2.まちＷＳを用いる利点とは
3.ＫＪ法の特徴

②自己紹介ＷＳ

「まちＷＳを班で進める前段として、自己紹介ＷＳを行う」

1.自己紹介シートへ各自が記入する（氏名･今何をしていますか・趣味など）
2.班の中で内容を発表しあう

③地区の社会・経済の状況を説明する

「地区の社会・経済の状況を説明する」

1.地区の人口・世帯について図表を用いて説明する
2.地区の産業従事者が、地区の産業について説明する

④ＫＪラベルへに記入する

「質問の内容をＫＪラベルに記入する」

1.「地区の人口・世帯・産業の問題点は何ですか？」という質問に対して個人
　で検討する
2.検討した内容を個人でＫＪラベルに記入する（枚数に制限なし）

⑤ＫＪラベルを分類分けする

「個人で記入したＫＪラベルを、班の中で内容が同じ物に分ける」

1.チームリーダーが1枚だけＫＪラベルを読みあげる
2.読みあげた内容と自分の持っているカードで同じ内容のもの
　があるか確かめる
3.同じものがあったらそれを読みあげ、内容が同じかどうか班で
　の承認を得る
4同じ内容のＫＪラベルをグループ化していく

⑥ワークシートに表現する

「分類分けしたＫＪラベルを、ワークシートにグラフィック表現する」

1.グループにしたＫＪラベルを一まとめにし、そのグループにタイトルをつける
2.ＫＪラベルを関連性をもたせて配置し、ワークシートに貼り付ける
3.誰が見ても分かるようなグラフィック表現を施す

⑦課題をまとめる
「『発見！地区の課題』に発見した課題をまとめて記入する」

1.ＫＪラベルによってまとめた地区の社会・経済における課題をまとめて記入する

⑧発表する
「チームリーダーが発表する」

1.班でまとめた地区の良いとこをチームリーダーが参加者全員に対して発表する

⑨総括する
「専門家が総括する」

1.各班の発表を聞き、専門化が総括する

⑩感想を残す
「参加者に感想を残してもらう」

1.帰りに参加者全員に対し、自由な視点で今回のまちＷＳの感想を記入してもらう  
 

③『地区の土地利用等の課題発見タウンウォッチング』

の設計内容例等 

表9 『地区の土地利用等の課題発見タウンウォッチング』の設計内容例等 

ＳＴＥＰ 内容

①まちＷＳの説明

「まちＷＳを始める前に、以下の3点について説明する」

1.まちＷＳとは何か
2.まちＷＳを用いる利点とは
3.タウンウォッチング手法の特徴

②自己紹介ＷＳ

「まちＷＳを班で進める前段として、自己紹介ＷＳを行う」

1.自己紹介シートへ各自が記入する（氏名･今何をしていますか・趣味など）
2.班の中で内容を発表しあう

③まちを歩く

「地区の土地利用等をウォッチングする」

1.地区の土地利用等をウォッチングし再発見・再認識する
2.再発見・再認識したことを写真におさめ、ウォッチングして気づいたこと・感じたことをメモす
る

④地図上に表現する

「ウォッチングして再発見・再認識したことを地図上に表現する」

1.とってきた写真を地区の地図に貼り付ける
2.写真の下にその場所の説明を記す
3.同じ内容のものがひと目見てわかるように写真・コメントを色で囲む

⑤気づいたこと・感じたことをまとめる

「ウォッチングして気づいたこと・感じたことなどをまとめる」

1.グループで気づいたこと・感じたこと・問題点等を検討する
2.ワークシートに気づいたこと・感じたこと・問題点等をまとめる

⑥感想を残す
「参加者全員の感想を残す」

1.今回のまちＷＳ全体を通しての感想を全員が記入する

⑦発表する
「チームリーダーが発表する」

1.班でまとめた地区の良いとこをチームリーダーが参加者全員に対して発表する

⑧総括する
「専門家が総括する」

1.各班の発表を聞き、専門化が総括する

 
 
 
 
 
 
 

 x



④『地区の上位・関連計画学習・評価ＷＳ』の設計内容

例等 
表10 『地区の上位・関連計画の課題発見ＷＳ』の設計内容例等 

ＳＴＥＰ 内容

①まちＷＳの説明

「まちＷＳを始める前に、以下の3点について説明する」

1.まちＷＳとは何か
2.まちＷＳを用いる利点とは
3.ＫＪ法の特徴

②自己紹介ＷＳ

「まちＷＳを班で進める前段として、自己紹介ＷＳを行う」

1.自己紹介シートへ各自が記入する（氏名･今何をしていますか・趣味など）
2.班の中で内容を発表しあう

③上位・関連計画の説明
「上位・関連計画の説明をする」

1.張り出した地図・配布資料・パワーポイントを用いて上位・関連計画の説明をする

④ＫＪラベルへに記入する

「質問の内容をＫＪラベルに記入する」

1.さきほどの説明を受けて「地区の上位・関連計画の良いところ・問題点は何ですか？」と
いう質問
　に対して個人で検討する
2.検討した内容を個人でＫＪラベルに記入する（枚数に制限なし）

⑤ＫＪラベルを分類分けする

「個人で記入したＫＪラベルを、班の中で内容が同じ物に分ける」

1.チームリーダーが1枚だけＫＪラベルを読みあげる
2.読みあげた内容と自分の持っているカードで同じ内容のもの
　があるか確かめる
3.同じものがあったらそれを読みあげ、内容が同じかどうか班で
　の承認を得る
4同じ内容のＫＪラベルをグループ化していく

⑥ワークシートに表現する

「分類分けしたＫＪラベルを、ワークシートにグラフィック表現する」

1.グループにしたＫＪラベルを一まとめにし、そのグループにタイトルをつける
2.ＫＪラベルを関連性をもたせて配置し、ワークシートに貼り付ける
3.誰が見ても分かるようなグラフィック表現を施す

⑦感じたことをまとめる

「『今回学習・評価して気づいたこと』に良いとこ・問題点をまとめて記入する」

1.ＫＪラベルによってまとめた地区の上位・関連計画における良いとこ・問題点等をまとめ
　て記入する

⑧総括する
「専門家が総括する」

1.質疑応答内容・今後の流れも含めて、専門化が総括する

⑨感想を残す
「参加者に感想を残してもらう」

1.参加者全員に対し、自由な視点で今回のまちＷＳの感想を記入してもらう  
 
⑤『地区のまちづくりの方針抽出ＷＳ』の設計内容例等 

表11 『地区のまちづくりの方針抽出ＷＳ』の設計内容例等 

ＳＴＥＰ 内容

①まちＷＳの説明

「まちＷＳを始める前に、以下の4点について説明する」

1.まちＷＳとは何か
2.まちＷＳを用いる利点とは
3.ＫＪ法の特徴
4.地区の上位・関連計画の内容

②自己紹介ＷＳ

「まちＷＳを班で進める前段として、自己紹介ＷＳを行う」

1.自己紹介シートへ各自が記入する（氏名･今何をしていますか・趣味など）
2.班の中で内容を発表しあう

③上位・関連計画について説明する
「上位・関連計画について説明する」

1.地区のまちづくりの方針に関しての、上位・関連計画について説明し、情報を共有し学習する

④キーワードを切り抜く

「各自が重要と思われるキーワードを切り抜く」

1.地区のまちづくりを決めていくのに重要だと思われれるキーワードを上位・関連計画のキーワー
ド
　集の中で検討する
2.自分が上位・関連計画のキーワードだけだは足りないと思えば、空白部分にキーワードを追加す
る
3.地区のまちづくりを決めていくのに重要だと思われれるキーワードを切り抜く

⑤キーワードラベルを分類分けする

「個人で切り抜いたキーワードラベルを、班の中で内容が同じ物に分ける」

1.チームリーダーが1枚だけキーワードラベルを読みあげる
2.読みあげた内容と自分の持っているカードで同じ内容のもの
　があるか確かめる
3.同じものがあったらそれを読みあげ、内容が同じかどうか班で
　の承認を得る
4同じ内容のキーワードラベルをグループ化していく

⑥ワークシートに表現する

「分類分けしたキーワードラベルを、ワークシートにグラフィック表現する」

1.グループにしたキーワードラベルをひとまとめにし、そのグループにタイトルをつける
2.キーワードラベルを関連性をもたせて配置し、ワークシートに貼り付ける
3.誰が見ても分かるようなグラフィック表現を施す

⑦地区のまちづくりの方針として表現す
る

「『地区のまちづくりの方針』にまとめて記入する」

1.キーワードラベルによってまとめた地区のまちづくりの方針をまとめて記入する

⑧発表する
「チームリーダーが発表する」

1.班でまとめた地区のまちづくりの方針をチームリーダーが参加者全員に対して発表する

⑨総括する
「専門家が総括する」

1.各班の発表を聞き、専門化が総括する  

 

 

 

 

 

⑥『地区の行動環境づくりＷＳ』の設計内容例等 

表12 『地区の行動環境づくりＷＳ』の設計内容例等 

ＳＴＥＰ 内容

①他己紹介ＷＳ

「ＷＳを班で進める前段として、他己紹介ＷＳを行う」

1.他己紹介シートへ各自がインタビューした内容を記入する（氏名･子供の頃憧れた職業・趣味な
ど）
2.班の中で内容を発表しあう

②まちＷＳの説明

「まちＷＳを始める前に、以下の4点について説明する」

1.まちＷＳとは何か
2.まちＷＳを用いる利点とは
3.ＫＪ法の特徴
4.地区の行動環境における上位・関連計画の内容

③キーワードラベルを切り抜く

「各自が重要と思われるキーワードラベルを切り抜く」

1.地区の行動環境の将来像・整備方針を決めていくのに重要だと思われれるキーワードを上位・関
連
　計画のキーワード集・課題発見ＷＳの結果のキーワード集の中で検討する
2.自分が上位・関連計画のキーワードだけだは足りないと思えば、空白部分にキーワードを追加す
る
3.地区の行動環境の将来像・整備方針を決めていくのに重要だと思われれるキーワードを切り抜く

④キーワードラベルをまとめる

「個人で切り抜いたキーワードラベルを、班全員で検討しまとめる」

1.チームリーダーが1枚だけキーワードラベルを読みあげる
2.読みあげた内容と自分の持っているキーワードラベルで同じ内容のものがあるか確かめる
3.同じものがあったらそれを読みあげ、内容が同じかどうか班での承認を得る
4.同じ内容のキーワードラベルをグループ化していく
5.グループにしたキーワードラベルをひとまとめにし、そのグループにタイトルをつける
6.誰が見ても分かるようなグラフィック表現を施す

⑤将来像・整備方針としてまとめる

「地区の行動環境計画の将来像・整備方針としてまとめる」

1.まとまったキーワードラベルから地区の将来像を１つ、整備方針として３つ検討する
2.地区の行動環境の将来像・整備方針として記入する

⑥地区の行動環境計画を立案する
「地区の行動環境計画を立案する」

1.将来像・整備方針の実現に向けての計画案をチームリーダーを中心に検討し記入する

⑦地図上に表現する

「地図上に落とせる計画を地図上に表現し、凡例に計画名称を記入する」

1.地図上に落とせる計画を地図上に表現する
2.凡例に計画名称を書き込む

⑧発表する
「チームリーダーが発表する」

1.班でまとめた地区の行動環境計画をチームリーダーが参加者全員に対して発表する

⑨総括する
「専門家が総括する」

1.各班の発表を聞き、専門化が総括する  

 

⑦『地区の住環境づくりＷＳ』の設計内容例等 

表13 『地区の住環境づくりＷＳ』の設計内容例等 

ＳＴＥＰ 内容

①他己紹介ＷＳ

「まちＷＳを班で進める前段として、他己紹介ＷＳを行う」

1.他己紹介シートへ各自がインタビューした内容を記入する（氏名･子供の頃憧れた職業・趣味な
ど）
2.班の中で内容を発表しあう

②まちＷＳの説明

「まちＷＳを始める前に、以下の4点について説明する」

1.まちＷＳとは何か
2.まちＷＳを用いる利点とは
3.ＫＪ法の特徴
4.地区の住環境における上位・関連計画の内容

③キーワードラベルを切り抜く

「各自が重要と思われるキーワードラベルを切り抜く」

1.地区の住環境の将来像・整備方針を決めていくのに重要だと思われれるキーワードを上位・関連
計
　画のキーワード集・課題発見ＷＳの結果のキーワード集の中で検討する
2.自分が上位・関連計画のキーワードだけだは足りないと思えば、空白部分にキーワードを追加す
る
3.地区の住環境の将来像・整備方針を決めていくのに重要だと思われれるキーワードを切り抜く

④キーワードラベルをまとめる

「個人で切り抜いたキーワードラベルを、班全員で検討しまとめる」

1.チームリーダーが1枚だけキーワードラベルを読みあげる
2.読みあげた内容と自分の持っているキーワードラベルで同じ内容のものがあるか確かめる
3.同じものがあったらそれを読みあげ、内容が同じかどうか班での承認を得る
4.同じ内容のキーワードラベルをグループ化していく
5.グループにしたキーワードラベルをひとまとめにし、そのグループにタイトルをつける
6.誰が見ても分かるようなグラフィック表現を施す

⑤将来像・整備方針としてまとめる

「地区の住環境計画の将来像・整備方針としてまとめる」

1.まとまったキーワードラベルから地区の将来像を１つ、整備方針として３つ検討する
2.地区の住環境の将来像・整備方針として記入する

⑥地区の住環境計画を立案する
「地区の住環境計画を立案する」

1.将来像・整備方針の実現に向けての計画案をチームリーダーを中心に検討し記入する

⑦地図上に表現する

「地図上に落とせる計画を地図上に表現し、凡例に計画名称を記入する」

1.地図上に落とせる計画を地図上に表現する
2.凡例に計画名称を書き込む

⑧発表する
「チームリーダーが発表する」

1.班でまとめた地区の住環境計画をチームリーダーが参加者全員に対して発表する  
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⑧『地区の施設環境づくりＷＳ』の設計内容例等 
表14 『地区の施設環境づくりＷＳ』の設計内容例等 

ＳＴＥＰ 内容

①他己紹介ＷＳ

「まちＷＳを班で進める前段として、他己紹介ＷＳを行う」

1.他己紹介シートへ各自がインタビューした内容を記入する（氏名･子供の頃憧れた職業・趣味な
ど）
2.班の中で内容を発表しあう

②まちＷＳの説明

「まちＷＳを始める前に、以下の4点について説明する」

1.まちＷＳとは何か
2.まちＷＳを用いる利点とは
3.ＫＪ法の特徴
4.地区の施設環境における上位・関連計画の内容

③キーワードラベルを切り抜く

「各自が重要と思われるキーワードラベルを切り抜く」

1.地区の施設環境の将来像・整備方針を決めていくのに重要だと思われれるキーワードを上位・関
連
　計画のキーワード集・課題発見ＷＳの結果のキーワード集の中で検討する
2.自分が上位・関連計画のキーワードだけだは足りないと思えば、空白部分にキーワードを追加す
る
3.地区の施設環境の将来像・整備方針を決めていくのに重要だと思われれるキーワードを切り抜く

④キーワードラベルをまとめる

「個人で切り抜いたキーワードラベルを、班全員で検討しまとめる」

1.チームリーダーが1枚だけキーワードラベルを読みあげる
2.読みあげた内容と自分の持っているキーワードラベルで同じ内容のものがあるか確かめる
3.同じものがあったらそれを読みあげ、内容が同じかどうか班での承認を得る
4.同じ内容のキーワードラベルをグループ化していく
5.グループにしたキーワードラベルをひとまとめにし、そのグループにタイトルをつける
6.誰が見ても分かるようなグラフィック表現を施す

⑤将来像・整備方針としてまとめる

「地区の施設環境計画の将来像・整備方針としてまとめる」

1.まとまったキーワードラベルから地区の将来像を１つ、整備方針として３つ検討する
2.地区の施設環境の将来像・整備方針として記入する

⑥地区の施設環境計画を立案する
「地区の施設環境計画を立案する」

1.将来像・整備方針の実現に向けての計画案をチームリーダーを中心に検討し記入する

⑦地図上に表現する

「地図上に落とせる計画を地図上に表現し、凡例に計画名称を記入する」

1.地図上に落とせる計画を地図上に表現する
2.凡例に計画名称を書き込む

⑧発表する
「チームリーダーが発表する」

1.班でまとめた地区の施設環境計画をチームリーダーが参加者全員に対して発表する  

 

⑨『地区の相隣環境づくりＷＳ』の設計内容例等 
表15 『地区の相隣環境づくりＷＳ』の設計内容例等 
ＳＴＥＰ 内容

①他己紹介ＷＳ

「まちＷＳを班で進める前段として、他己紹介ＷＳを行う」

1.他己紹介シートへ各自がインタビューした内容を記入する（氏名･子供の頃憧れた職業・趣味な
ど）
2.班の中で内容を発表しあう

②まちＷＳの説明

「まちＷＳを始める前に、以下の4点について説明する」

1.まちＷＳとは何か
2.まちＷＳを用いる利点とは
3.ＫＪ法の特徴
4.地区の相隣環境における上位・関連計画の内容

③キーワードラベルを切り抜く

「各自が重要と思われるキーワードラベルを切り抜く」

1.地区の相隣環境の将来像・整備方針を決めていくのに重要だと思われれるキーワードを上位・関
連
　計画のキーワード集・課題発見ＷＳの結果のキーワード集の中で検討する
2.自分が上位・関連計画のキーワードだけだは足りないと思えば、空白部分にキーワードを追加す
る
3.地区の相隣環境の将来像・整備方針を決めていくのに重要だと思われれるキーワードを切り抜く

④キーワードラベルをまとめる

「個人で切り抜いたキーワードラベルを、班全員で検討しまとめる」

1.チームリーダーが1枚だけキーワードラベルを読みあげる
2.読みあげた内容と自分の持っているキーワードラベルで同じ内容のものがあるか確かめる
3.同じものがあったらそれを読みあげ、内容が同じかどうか班での承認を得る
4.同じ内容のキーワードラベルをグループ化していく
5.グループにしたキーワードラベルをひとまとめにし、そのグループにタイトルをつける
6.誰が見ても分かるようなグラフィック表現を施す

⑤将来像・整備方針としてまとめる

「地区の相隣環境計画の将来像・整備方針としてまとめる」

1.まとまったキーワードラベルから地区の将来像を１つ、整備方針として３つ検討する
2.地区の相隣環境の将来像・整備方針として記入する

⑥地区の相隣環境計画を立案する
「地区の相隣環境計画を立案する」

1.将来像・整備方針の実現に向けての計画案をチームリーダーを中心に検討し記入する

⑦地図上に表現する

「地図上に落とせる計画を地図上に表現し、凡例に計画名称を記入する」

1.地図上に落とせる計画を地図上に表現する
2.凡例に計画名称を書き込む

⑧発表する
「チームリーダーが発表する」

1.班でまとめた地区の相隣環境計画をチームリーダーが参加者全員に対して発表する  

 

 

 

 

 

 

 

⑩『計画案（素案）質疑応ＷＳ』の設計内容例等 
表16 『計画案（素案）質疑ＷＳ』の設計内容例等 

ＳＴＥＰ 内容

①計画案（素案）の報告

「計画案（素案）を報告する」

1.作成した計画案（素案）を配布し、パワーポイントを使用して説明する

②計画案（素案）の討議

「計画案（素案）の討議を行う」

1.説明を受けて、計画案（素案）について質疑、また、指摘箇所を聞き出す
2.専門家・役場職員が質疑内容に答える
3.討議のやりとりをファシリテーショングラフィック表現し前のスクリーンに映し共有する
4.討議内容を議事録に記す

③総括する
「専門家が総括する」

1.質疑応答内容・指摘箇所を踏まえ専門家が総括する  
 

3.4. 計画策定過程におけるまちづくりワークショップ

の開催案 

 以上の結果から、２年間の計画策定過程におけるまち

ＷＳ開催案をフロー図で示す。 

 1年弱で、現況の把握及び課題を整理する段階で４回、

また、1年間で、計画の方針及び全体計画案を立案する

段階で６回のまちＷＳを開催する。最終の計画案（素案）

質疑ＷＳに関しては、意見の調整・合意がとれるまで続

けていくため、必ずしも1回で終わるというものではな

いということを補足しておく。 

 また、まちＷＳと発表会・委員会・講演会・作文募集

等の、他のパブリックインボルブメントとの関係を示す。 
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図38 計画策定過程におけるまちＷＳ開催案 
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